












目的  

児の死亡率の高い在胎 28 週以前に破水が起った場合に,陣痛を抑制して分娩を遷延させる

事は,在胎期間の延長により児の成熟を増す効果があるが,一方,感染の危険が増加し,また

羊水漏出による羊水過少のため肺の低形成や胎児の変形を来す危険がある。 

今回,我々は築地産院にて出生した在胎 20 週以上で 35 週未満の症例を検討し,早産で破水

した場合の取り扱いについて検討した。 


